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第60回 栃木県幼稚園教育研究大会第60回 栃木県幼稚園教育研究大会第60回 栃木県幼稚園教育研究大会

  

式 

典

　

主
催
者
挨
拶
（
要
約
）

　
栃
幼
連
理
事
長　

石
嶋　

勇

　

先
日
の
参
議
院

選
に
お
い
て
は
、

栃
木
県
幼
稚
園
連

合
会
、
全
日
本
私

立
幼
稚
園
連
合
会

が
推
薦
し
た
高
橋

克
法
さ
ん
が
見
事

当
選
を
す
る
こ
と

が
出
来
た
と
共
に
、
幼
児
教
育
無
償
化
に

向
け
た
署
名
運
動
も
多
く
の
皆
様
か
ら
の

ご
支
援
と
ご
協
力
を
頂
き
、
本
県
と
し
て

は
一
六
六
，七
三
五
名
、全
国
総
数
で
は
四
，

三
一
九
，六
八
八
名
の
署
名
を
頂
き
、
数

多
く
の
方
々
の
ご
理
解
の
も
と
、
幼
児
教

育
に
対
す
る
厚
い
ご
支
援
を
頂
い
て
い
る

と
こ
ろ
で
あ
る
。
こ
の
場
を
借
り
て
心
か

ら
お
礼
を
申
し
上
げ
た
い
。

　

さ
て
、
我
々
は
何
と
言
っ
て
も
や
は
り

幼
い
子
ど
も
た
ち
を
お
預
か
り
し
て
い
る

幼
児
教
育
者
で
あ
る
。
そ
の
子
ど
も
た
ち

の
幸
せ
の
為
に
我
々
に
何
が
出
来
る
の
か

を
共
に
考
え
よ
う
。
そ
し
て
、
皆
さ
ん
は

毎
日
暑
い
中
、
真
っ
黒
に
な
っ
て
努
力
さ

れ
て
い
る
こ
と
と
思
う
。
心
か
ら
先
生
方

に
対
す
る
敬
意
を
表
す
る
と
共
に
、
プ
ラ
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イ
ド
を
持
っ
て
子
ど
も
た
ち
に
素
晴
ら
し

い
教
育
を
提
供
し
て
頂
き
た
い
。

　

こ
の
栃
木
県
幼
稚
園
教
育
研
究
大
会

は
、
個
人
個
人
の
ス
キ
ル
を
伸
ば
し
、
そ

し
て
子
ど
も
た
ち
に
還
元
し
て
い
く
そ
の

為
の
研
修
、
研
究
会
で
あ
る
。
宜
し
く
お

願
い
し
た
い
。

　

最
後
に
、
東
日
本
大
震
災
、
ま
だ
ま
だ

復
興
ま
で
に
は
長
い
時
間
が
必
要
で
あ
る

の
で
、
皆
さ
ん
の
心
温
ま
る
ご
支
援
を
今

後
と
も
賜
る
こ
と
を
念
願
し
挨
拶
と
す
る
。

  

来
賓
祝
辞　

栃
木
県
知
事　

福
田　

富
一

　

核
家
族
化
あ
る

い
は
共
働
き
世

帯
の
増
加
に
よ

り
、
家
庭
や
地
域

の
子
育
て
機
能
の

低
下
が
懸
念
さ
れ

て
い
る
と
こ
ろ
で

あ
る
。
幼
稚
園
は

人
間
形
成
の
基
礎
を
培
う
幼
児
教
育
に
加

え
、
地
域
に
お
け
る
子
育
て
支
援
の
中

核
的
役
割
を
果
た
し
て
い
る
。
現
在
、
国

に
お
い
て
は
、
平
成
二
十
七
年
の
四
月
か

ら
子
ど
も
子
育
て
支
援
新
制
度
の
ス
タ
ー

ト
を
目
指
し
て
各
種
検
討
が
行
わ
れ
て
お

り
、
今
後
子
ど
も
を
育
て
る
環
境
が
大
き

く
変
わ
ろ
う
と
し
て
い
る
が
、
そ
の
新
た

な
ス
テ
ー
ジ
に
お
い
て
も
、
幼
稚
園
は
そ

の
一
翼
を
担
う
べ
く
さ
ら
な
る
活
躍
が
期

待
さ
れ
て
い
る
。

　

県
と
し
て
も
幼
稚
園
が
果
た
す
社
会
的

使
命
を
充
分
認
識
し
、
引
き
続
き
幼
児
教

育
の
振
興
や
、
子
育
て
支
援
の
充
実
に

し
っ
か
り
取
り
組
ん
で
い
く
。
ま
た
、
ふ

る
さ
と
栃
木
へ
の
思
い
、
す
な
わ
ち
郷
土

愛
を
深
め
る
、
あ
る
い
は
栃
木
の
良
さ
を

改
め
て
実
感
す
る
、
こ
う
い
う
一
年
に
、

こ
の
栃
木
県
誕
生
百
四
十
年
の
節
目
の
年

と
し
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
い
る
の

で
、
ご
支
援
と
ご
協
力
を
宜
し
く
お
願
い

し
た
い
。

  

公
演
会

　
「
た
に
ぞ
う
の
元
気
が
一
番

　
　
　
　
　
　
　
　

あ
そ
び
う
た
」

　

講
師　

創
作
あ
そ
び
作
家　

谷
口　

國
博（
た
に
ぞ
う
）
氏

　

東
京
都
の
保
育
園

に
五
年
間
勤
務
し
た

後
、
フ
リ
ー
の
創
作

あ
そ
び
作
家
と
な
っ

た
谷
口
氏
は
、
子
育

て
雑
誌
、
新
聞
、
保

育
雑
誌
に
遊
び
や

エ
ッ
セ
イ
な
ど
を
執

筆
し
て
い
る
。
今
回

は
、
最
初
か
ら
軽
妙
な
ト
ー
ク
と
「
バ
ス

に
乗
っ
て
」
な
ど
幼
稚
園
で
す
ぐ
に
役
立

つ
元
気
な
あ
そ
び
う
た
を
多
数
披
露
さ
れ

た
。他
に
も
、ア
イ
デ
ア
満
載
の
パ
フ
ォ
ー

マ
ン
ス
に
会
場
全
体
が
ひ
と
つ
に
な
り
楽

し
く
学
ぶ
こ
と
が
で
き
た
。

総額 113,521円

御 礼
　県大会全体会にて
ご依頼差し上げまし
た「福島県私立幼稚
園連合会」への義捐
金に多くの皆様から
ご協力いただきまし
たこと、心より御礼
申し上げます。

  

表 

彰受
賞
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

 

●
栃
幼
連 

幼
稚
園
教
育
功
労
者
表
彰

　
　

幼
稚
園
教
育
研
究
功
労
者

　
　
　

戸
田　

直
樹
先
生
（
す
ぎ
の
こ
三
島
）

 

●
栃
幼
連　

永
年
勤
続
表
彰

　

四
十
年
表
彰  　
四
名　

三
十
年
表
彰　
　

十
名

　

二
十
年
表
彰  

十
六
名　

十
年
表
彰　

四
十
五
名
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1分科会

2分科会

3分科会

4分科会

5分科会

6分科会

7分科会

杉原　　隆（田中教育研究所・所長/東京学芸大学・名誉教授）
今井　政範（さくらが丘幼稚園・副園長）

子どもの自主性・自己決定を尊
重することの大切さが分かっ
た。自分が必要だと思っていた
運動は、間違いだったと分かっ
た。「遊びの要素の多い活動」
で、様々な動きを取り入れたい。

助 言 者
コーディネーター

参加者の声

幼児期の健康な体と心を育む（６４名）

野呂　文行（筑波大学・教授）
斎藤　佳子（しずわでら幼稚園・園長）

特別支援に対する園の体
制の在り方が明確になっ
た。一人で抱えることなく
周りの人にも共有してもら
うことで、もっと良い支援
につながっていくと思う。

助 言 者
コーディネーター 参加者の声

特別支援教育＜上級＞
～支援児を受け持つ担任（担当者）が孤立しないために～（３４名）

石原　栄子（作新学院大学女子短期大学部・幼児教育科長）
田名網優子（明星幼稚園・教諭）

自然体験や五感を使った体験
の大切さや、環境構成の重要
性を感じた。保育者の役割の
重要性を再確認した。また、
保育者自身が楽しんで活動し
ていきたい。

助 言 者
コーディネーター

参加者の声

今、幼児期にふさわしい体験や活動を考える（１１３名）

徳田　克己（筑波大学医学医療系・教授/子ども支援研究所・所長）
戸室まち子（晃望台幼稚園・教諭）

好ましい行動を褒めること、又、
モデルとして提示することの重
要性を感じたと共に、保育を行
う上で気をつけたいと思った。
そして、こどもの思い・意見を言
葉にする場を大切にしていき
たいと思った。

助 言 者
コーディネーター

参加者の声

子どもたちのやさしさや思いやりの育ち（１１４名）

山﨑　久子（足利短期大学・教授）
前田　和子（友愛幼稚園・園長）

子どもの年齢によって、発
達や成長の違いによって
ケガの特徴があることを
学び、毎日の保育や環境
をもう一度見直し、設定
し、保育者も努めて防げ
る危険は防いでいこうと
思った。

助 言 者
コーディネーター

参加者の声

幼児の安全を守る保育と環境構成（５９名）

日吉佳代子(宇都宮共和大学・教授）
加藤みどり（真岡さくら幼稚園・園長）

若い先生たちがどのようなこと
で悩んでいるのか、何が不安な
のか、最近わからなくなってい
た。他の園の先生たちの考え
を聞くことで、改めてこれから
どう接していくべきなのかを考
えさせられた機会となった。

助 言 者
コーディネーター

参加者の声

保育者が心豊かに保育をするために（８７名）

鈴木　眞廣（社会福祉法人わこう村　和光保育園・演出人兼大工（園長））
山﨑　英明（ 井台幼稚園・副園長）

子どもたちの興味関心に寄
り添い共に学ぶ保育を心が
けたい。自分にできること
を見つけ、諦めずに今出来
る事を一つでも実践してい
きたい。改めて自分・保育を
見つめ直すことができた。

助 言 者
コーディネーター 参加者の声

「学び」をとらえなおす（７２名）

栃木県幼稚園教育研究大会
　21世紀をになっていく子どもたちが、瞳きらめく数々の体験
を通じて、豊かな心を育み、生きる力の基礎を培っていけるよ
う、２日目は、16の分科会に分かれて研究・研修にあたった。
　各分科会の話題提起者と会場は下記のとおり。

2

田﨑　絢子（風と緑の幼稚園・学年主任）     　
矢野　麻由（上河内幼稚園・主任教諭）　
根岸　由佳（矢場川幼稚園・教諭）　     
根岸　美緒（足利いずみ幼稚園・教諭）
河井　美奈（高ノ台第二幼稚園・教諭）　 　
矢野　愛恵（茂木愛泉幼稚園・教諭）
福田　佳織（鹿沼幼稚園・教諭） 
川波留果（鹿沼みどり幼稚園・教諭）
清水　和美（認定こども園西那須野幼稚園・教諭）　
大竹由佳理（認定こども園西那須野幼稚園・教諭）
鈴木　眞廣（社会福祉法人わこう村 和光保育園・
　　　　　  演出人兼大工 園長）
山田芙美子（犬伏幼稚園・教諭）
大鷲　和也（呑竜幼稚園・教諭）
小川　優香（認定こども園烏山みどり幼稚園・教諭）　
笠原　里美（高根沢第二幼稚園・教諭） 
石戸奈緒美（みふみ幼稚園・主任）　
佐藤　優子（石川幼稚園・主任）

コンセーレ

県総合文化センター

二荒山会館

コンセーレ

県総合文化センター 

パルティ

二荒山会館

県総合文化センター

県総合文化センター

1

2

3

4

5

6

7

8

9

栃木県幼稚園教育研究大会栃木県幼稚園教育研究大会
第60回第60回第60回

話題提起者 会　場分科会
●保育内容研究部門

二荒山会館
とちぎ青少年センター
コンセーレ　
県総合文化センター　
パルティ

10
11
12
13
14

会　場分科会
●講座部門

作新学院幼稚園聴蛙館
県総合教育センター

15
16

会　場分科会
●免許更新、新採研

日目
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9分科会

8分科会

10分科会

11分科会

12分科会

14分科会

13分科会

15分科会

16分科会

助言者の講義がわかりやす
く、パネラー2名は幼・保の違
いを具体的な事例を挙げて
話され、今後の幼稚園の在り
方について改めて考える良い
機会となった。地域の乳幼児
対象総合施設として存在する
ために目指すべき方向性が
理解できた。

参加者の声

自園のアイデンティティー～新制度本格施行前に考えておくべきこと～（６５名）
伊達　悦子（作新学院大学・名誉教授/作新学院大学大学院・特任教授）
萩原美奈子（高根沢第二幼稚園・教諭）

預かり保育の根本、子育て支
援について、子どもを中心に考
えると、共に親を親にしていく
作業の大切を学んだ。職員間
の連携の大切さ、子どもにとっ
て安心できる環境づくりの大
切さ、保護者へ写真や手紙な
どを園側から発信する意味の
重要性を改めて学んだ。

助 言 者
コーディネーター 参加者の声

子育て支援～預かり保育の充実～（５３名）

畠山　　大（作新学院大学女子短期大学部・講師）
山荷フサ子（作新学院幼稚園・教頭）

助 言 者
コーディネーター

免許状更新講習（７６名）

宇都宮市中央消防署　救急グループ　担当官
岩渕　千鶴子（宇都宮大学教育学部附属幼稚園・養護教諭）
佐藤　麻矢子（野ばら幼稚園・園長）

命の大切さを改めて痛感し、いざ
という時にとっさの判断が出来、
率先して動けるようにしたいと
思った。見ている、知っている、分
かっているつもりであったが、実
際にＡＥＤ心肺蘇生法、包帯、三角
布の巻き方などを実践できてよ
かった。

助 言 者

コーディネーター 参加者の声

子どもの安全～とっさの時、どう動く？～（５０名）

神長美津子（國學院大學・教授）
栗田　英子（黒羽幼稚園・園長） 今まで自分ではしたことのな

い共感の仕方を学んだ。具体
的な信頼関係の築き方、家庭
との連携の取り方を学ぶこと
ができた。日頃から保護者に
寄り添い、共感することで、信
頼関係が少しずつ積み重なっ
て生まれてくるものなんだと
改めて感じた。

助 言 者
コーディネーター

網野　武博（武蔵野大学・客員教授）
東ヶ﨑静仁（認定こども園飯沼保育園・理事長）
中山　昌樹（認定こども園あかみ幼稚園・園長）
大嶋　　裕（今市中央幼稚園・副園長）

助 言 者
パネラー

コーディネーター

参加者の声

共感し合える保育者と保護者との関係づくり（９８名）

山口　晶子（宇都宮共和大学・准教授）
井上　智賀（旭幼稚園・園長）

今までリトミックは苦手意
識を持っていたが、楽しい
と思えるようになった。声
かけの仕方ひとつで動き
が変わることを学んだ。リ
トミック＝ピアノというイ
メージが強かったが、ピア
ノを使わなくてもできる
ことがたくさんあることを
知った。

助 言 者
コーディネーター 参加者の声

保育の中に生かすリトミック（６５名）

新規採用幼稚園教諭研修（209名）

遠藤　重典（国際医療福祉大学・言語聴覚学科講師/栃木県言語聴覚士会・会長）
大中　清見（法得幼稚園・園長）

子どもをしっかり理解し、細か
く様子を記録していくことが
大切。誉める時は、子どもの
行動を言語化するということ
をすぐに実践したい。丁寧な
言葉かけ、絵本の読み聞かせ
の大切さを知った。

助 言 者
コーディネーター 参加者の声

特別支援教育＜中級＞～言葉の育ち～（１００名）

人見ケヱ子（下野市学校教育課・相談員）
福田恵美子（小山市リズム園・顧問）
小倉　庸寛（愛泉幼稚園・副園長） 子ども（園児）が一番困ってい

ることに気付いた。援助する
にしてもその子をよく観察
し、その子にあった対応が必
要であるし、大切なのだと感
じた。目の前の子どもと向き
合って楽しく、しっかりと保育
したいと思った。

助 言 者

コーディネーター
参加者の声

特別支援教育＜初級＞（９２名）

全体会：前原　由紀（栃木県幼児教育センター・指導主事）
ワークショップ：小林己伸、渡邉紀子、添谷元良、早乙女陽一、
　高徳　晃、佐藤孔之（栃木県総合教育センター生涯学習部・社会教育主事）
演　習：鱈渕有紀（恵光）、塩沢順子（静和）、篠﨑敦子（七井）、

三田貴子（足利こばと）、
永瀬絵理子（呑竜）、
舘野富美（大平みなみ）、
山中理津子（法得）、
髙木ひろ（鹿沼ひかり）、
田城いくよ（すみれ）、
浅見容子（ふたば）

（詳細はP.6）
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平
成
二
十
五
年
度　

青
年
部
研
修

期
日　

平
成
二
十
五
年
六
月
七
日（
金
）

会
場　

ホ
テ
ル
ニ
ュ
ー
イ
タ
ヤ

参
加　

二
十
六
名

テ
ー
マ　
「
お
ち
ゃ
っ
ぴ
粘
土
教
室
」

講
師　
　
　
　
　
　

 
お
ち
ゃ
っ
ぴ 

氏

　

粘
土
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
デ
ザ
イ
ナ
ー

の
お
ち
ゃ
っ
ぴ
氏
を
講
師
に
迎
え
、

ゆ
っ
く
り
と
丁
寧
に
粘
土
の
使
い
方

を
教
わ
り
な
が
ら
、
全
員
が
個
性
豊
か
な

「
い
ぬ
」
を
楽
し
く
作
り
あ
げ
た
。

　

最
初
、
三
色
の

粘
土
を
混
ぜ
て
茶

色
を
作
る
と
こ

ろ
か
ら
集
中
と

想
像
が
ス
タ
ー

ト
。
粘
土
を
こ
ね

な
が
ら
、
立
体
を

作
る
に
は
物
事

を
多
面
的
に
と

ら
え
る
こ
と
や
、
ど
ん
な
作
品
に
も
個
性
と

発
見
と
可
能
性
が
あ
る
の
で
決
し
て
否
定
し

な
い
こ
と
、
真
似
る
こ
と
か
ら
学
ぶ
こ
と
は

と
て
も
大
き

い
こ
と
、
な

ど
、
保
育
に

そ
の
ま
ま
つ

な
が
る
考
え

方
を
教
わ
っ

た
。
つ
ま
よ

う
じ
を
使
っ

て
細
部
の
位

置
を
決
め
た

的
な
結
果
を
つ
い
最
優
先
に
考
え
て
し
ま

い
が
ち
だ
が
、
講
師
の
先
生
か
ら
「
楽
し

む
こ
と
が
一
番
。
楽
し
い
と
感
じ
て
、
た

く
さ
ん
遊
ぶ
こ
と
で
結
果
的
に
出
来
る
よ

う
に
な
る
」
と
い
う
こ
と
を
学
ん
だ
。
そ

し
て
、
そ
の
た
め
に
保
育
者
に
で
き
る
こ

と
は
、
子
ど
も
た
ち
が
安
心
し
て
挑
戦
で

き
る
よ
う
に
環
境
を
と
と
の
え
る
こ
と
で

あ
り
、
ま
た
、
一
緒
に
楽
し
む
こ
と
だ
と

改
め
て
実
感
し
た
。

　

設
置
者
・
園
長
研
修
会

期
日　
平
成
二
十
五
年
六
月
十
二
日（
水
）

会
場　

二
荒
山
会
館　

鶴
の
間

参
加　

百
十
七
名

研
修
１
「
微
小
粒
子
状
物
資
（
Ｐ
Ｍ
2.5
）
の
注
意

　
　
　
　
喚
起
に
係
る
当
面
の
対
応
に
つ
い
て
」

講
師　

栃
木
県
環
境
保
全
課　

待
機
環
境

　
　
　
　
担
当　

課
長
補
佐　

高
梨 

弘
幸 

氏

　

本
県
で
は
、
日
平
均
値
が
七
十

μｇ
／
㎥
を
超
え
る
と
予
想
さ
れ
る

場
合
に
注
意
喚
起
す
る
。

　

本
県
の
注
意
喚
起
の
方
法
は
、
八
時
に

市
町
村
等
関
係
機
関
へ
通
報
（
Ｆ
ａ
ｘ
、

本
県
Ｈ
Ｐ
、
防
災
メ
ー
ル
等
）
さ
れ
る
。

屋
外
で
の
長
時
間

の
激
し
い
運
動
を

控
え
、
屋
内
に
お

い
て
も
換
気
や
窓

の
開
閉
を
必
要
最

小
限
に
し
、
子
ど

も
、
高
齢
者
等
は

よ
り
慎
重
に
行
動

す
る
こ
と
。

研
修
２
「
地
方
版　

子
ど
も
・
子
育
て
会
議

　
　
　
　

へ
の
私
立
幼
稚
園
の
取
り
組
み
」

　
　
　
　

〜
佐
野
市
の
事
例
〜

り
、
形
を
作
っ
た
り
模
様
に
し
た
り
、
道
具

の
使
い
方
も
参
考
に
な
る
も
の
が
い
ろ
い
ろ

あ
っ
た
。

　

考
え
方
や
技
術
を
学
ぶ
だ
け
で
な
く
、

集
中
し
て
発
想
を
形
に
表
す
楽
し
さ
を
肌

で
感
じ
、
達
成
感
を
味
わ
っ
て
自
信
を
つ

け
る
貴
重
な
経
験
が
で
き
た
。

　

第
一
回
保
育
テ
ク
ニ
カ
ル
講
座

期
日　
平
成
二
十
五
年
六
月
十
一
日
（
火
）

会
場　

パ
ル
テ
ィ

参
加　

百
四
十
八
名

テ
ー
マ　
「
体
を
使
っ
て
遊
ぼ
う
」

　

一
、
全
体
で
あ
そ
ぶ

　
　
　
（
ゲ
ー
ム
・
リ
レ
ー
あ
そ
び
）

　

二
、
な
わ
と
び
・
マ
ッ
ト
あ
そ
び

　

三
、
鉄
棒
（
導
入
・
指
導
・
活
用
）

講
師　

日
本
幼
児
体
育
連
盟橋本 

幸
造 

氏

　

今
回
の
講
座
で
は
、
子
ど
も
の

目
線
で
活
動
に
取
り
組
む
と
い
う

貴
重
な
体
験
が
で
き
た
。

　

手
遊
び
か
ら
始
ま
り
、
グ
ル
ー
プ
を

作
っ
て
ゲ
ー
ム
感
覚
で
楽
し
め
る
も
の
も

あ
り
、
参
加
者
同
士
が
自
然
に
交
流
を
持

つ
こ
と
が
出

来
、
日
々
の

保
育
で
参
考

に
な
る
も
の

ば
か
り
だ
っ

た
。
そ
の

後
、
縄
跳
び

と
マ
ッ
ト
運

動
の
指
導
を

受
け
た
。

　

保
育
の
な

か
で
、
最
終

講
師　

佐
野
地
区
幼
稚
園
連
合
会

　

会
長　

小
林 

研
介 

氏

　

佐
野
市
は
平
成
二
十
二
年
度
、
今

後
十
年
間
で
公
立
保
育
所
十
五
カ

所
を
十
カ
所
に
統
廃
合
し
民
間
保

育
所
五
カ
所
を
整
備
す
る
と
い
う
「
佐
野

市
保
育
所
整
備
運
営
計
画
」
を
ま
と
め
た
。

　

こ
の
計
画
は
私
立
幼
稚
園
の
認
定
こ
ど

も
園
化
を
視
野
に
入
れ
て
お
り
、、
市
の

担
当
者
が
園
長
会
に
出
向
き
講
習
を
行
う

等
し
た
結
果
、
平
成
二
十
四
年
四
月
に
私

立
幼
稚
園
を
母
体
と
す
る
幼
保
連
携
型
認

定
こ
ど
も
園
が
開
園
。
平
成
二
十
五
年
度

中
に
も
一
園
が
認
定
こ
ど
も
園
と
な
る
予

定
。

研
修
３
「
経
営
者
と
し
て
知
る
べ
き
労
務

　
　
　
　

管
理
」

講
師　

作
道
労
務
管
理
事
務
所

　

代
表　

作
道 

義
明 

氏

　

高
年
齢
者
雇
用
安
定
法
改
正
の

ポ
イ
ン
ト

①
継
続
雇
用
制
度

の
対
象
者
を
限

定
で
き
る
仕
組

み
の
廃
止

②
継
続
雇
用
制
度

の
対
象
者
を
雇

用
す
る
企
業
の

範
囲
の
拡
大

③
義
務
違
反
の
企
業
名
を
公
表

④
高
年
齢
者
雇
用
確
保
措
置
の
実
施
及
び

運
用
に
関
す
る
指
針
策
定
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参
加　

一
七
二
名

内
容　

ス
ク
ー
ル
バ
ス
の
交
通
安
全
教
育

講
師　

　

宇
都
宮
中
央
警
察
署
交
通
総
務
課
長

　

警
部
補　

斉
藤 　

大 

氏

　

関
東
自
動
車
㈱
総
合
サ
ー
ビ
ス
事
業
部

　

輸
送
部　

課
長
補
佐　

糸
井 

宏
文 

氏

　

警
部

補 

斉
藤

氏
か
ら
、

Ｄ
Ｖ
Ｄ
〔
奪
わ

れ
た
命
〕
の
映

像
を
見
て
、
事

故
の
悲
惨
さ
、

対
応
等
の
講
話

を
い
た
だ
い

た
。

　

続
い
て
関

東
バ
ス
総
合

サ
ー
ビ
ス
事
業

部　

糸
井
氏
よ

り
、
①
運
転
士

と
し
て
の
心
構

え
、
②
ゆ
と
り

あ
る
出
勤
で
事
故
防
止
、
③
日
常
点
検
、

④
一
日
の
目
標
を
決
め
て
安
全
運
転
に
努

め
る
、
⑤
運
転
士
は
バ
ス
の
特
性
を
理
解

し
運
転
す
る
、
⑥
運
転
は
三
つ
の
動
作
の

繰
り
返
し
、
認
知
・
判
断
・
操
作
、
⑦
安

心
感
を
与
え
る
運
転
操
作
を
確
認
し
よ

う
、
⑧
送
迎
ル
ー
ト
で
の
確
認
事
項
〔
近

年
の
ゲ
リ
ラ
豪
雨
に
よ
る
ル
ー
ト
上
の
注

意
点
〕
に
つ
い
て
、
⑨
高
齢
者
の
運
転
士

の
運
転
特
性
に
つ
い
て
等
、
詳
し
く
説
明

が
あ
り
、
事
故
防
止
に
つ
な
が
る
研
修
と

な
っ
た
。

　

教
頭
・
主
任
研
修
会

期
日　

平
成
二
十
五
年
七
月
五
日
（
金
）

会
場　

二
荒
山
会
館　

鶴
の
間　

参
加　

六
十
九
名　

内
容　

　

午
前
の
部
「
幼
稚
園
の
職
員
組
織
に

　
　
　
　

お
け
る
教
頭
・
主
任
の
在
り
方
」

　

午
後
の
部
「
幼
稚
園
に
お
け
る
人
材
育
成

　
　
　
　

〜
園
内
研
修
の
手
法
を
学
ぶ
〜
」

講
師　

幼
児
教
育
セ
ン
タ
ー
長　

田
渕 
光
与 
氏

　

今
年
よ
り
幼
児
教
育
セ
ン
タ
ー

長
に
就
任
さ
れ
た
田
渕
光
与
先
生

を
講
師
に
迎
え
、
教
頭
・
主
任
研

修
会
が
行
わ
れ
た
。

　

は
じ
め
に
子

育
て
三
法
に
関

す
る
講
話
が
あ

り
、
今
日
の
社

会
環
境
に
お
け

る
幼
稚
園
の
立

場
の
解
説
は
的

を
射
た
も
の
で

あ
っ
た
。

　

管
理
職
と
し

て
欠
か
せ
な
い

組
織
マ
ネ
ー
ジ

メ
ン
ト
で
は
、

Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ

ク
ル
が
機
能
し

て
い
る
か
を
確

認
し
、仕
事
の
内
容
を
明
確
に
す
る
こ
と
。

「
一
人
は
園
を
代
表
す
る
」
と
い
う
組
織

作
り
の
大
切
さ
を
再
認
識
さ
せ
ら
れ
た
。

　

後
半
は
、
Ｄ
Ｖ
Ｄ
を
題
材
に
自
由
に
意

　

第
二
十
八
回 

全
日
私
幼
連 

　

関
東
地
区
教
員
研
修
群
馬
大
会

期
日　

平
成
二
十
五
年

　
　
　
　

 

八
月
八
日
（
木
）
〜
九
日
（
金
）

会
場　
高
崎
健
康
福
祉
大
学 （
高
崎
市
）
他

　

関
東
地
区
教
員
研
修
群
馬
大
会

が
、
約
八
百
名
の
教
員
が
集
ま
り

開
催
さ
れ
た
。
大
会
初
日
は
開
会

式
の
後
、中
京
大
学
の
鯨
岡
峻
教
授
の「
み

な
が
育
ち
合
え
る
保
育
の
実
践
を
め
ざ
し

て
」
と
題
し
た
基
調
講
演
、
続
い
て
大
妻

女
子
大
学
の
柴
崎
正
行
教
授
を
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
に
三
名
の
シ
ン
ポ
ジ
ス
ト
を
招

き「
保
育
者
に
求
め
ら
れ
る
対
話
力
と
は
」

を
テ
ー
マ
に
記
念
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
行
わ

れ
た
。
二
日
目
は
十
一
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
に

分
か
れ
研
修
が
行
わ
れ
、
第
一
フ
ォ
ー
ラ

ム
「
共
感
し
合

え
る
保
育
者
と

保
護
者
の
関
係

づ
く
り
」
を
栃

木
県
の
先
生
方

が
担
当
し
た
。

厳
し
い
暑
さ
の

な
か
、
お
骨
折

り
い
た
だ
い
た

内
部
ゲ
ス
ト
・

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
・
話
題
提

起
者
、
そ
し
て

「
ほ
い
く
の
宝

箱
」
に
携
わ
っ

て
い
た
だ
い
た

先
生
方
へ
敬
意

を
表
し
た
い
。

見
交
換
す
る
と
い
う
手
法
（
ワ
ー
ル
ド
カ

フ
ェ
方
式
）
を
学
び
、
園
内
研
修
に
お
い

て
す
ぐ
に
実
践
で
き
る
よ
う
、
体
験
学
習

し
た
。

　
平
成
二
十
五
年
度 

第
一
回 

保
育
セ
オ
リ
ー
講
座

期
日　

平
成
二
十
五
年
七
月
十
日（
水
）

会
場　

コ
ン
セ
ー
レ
（
大
ホ
ー
ル
）

参
加　

百
五
十
三
名

内
容　
『
幼
稚
園
と
幼
児
教
育
の
歴
史
に

　
　
　
　

 

学
ぶ
』〜
倉
橋
惣
三
か
ら
子
ど
も
・

　
　
　
　
　

子
育
て
三
法
へ
〜

講
師　

　
　

大
妻
女
子
大
学
教
授　

柴
崎 

正
行 

氏

　

歴
史

か
ら
何

を
学
ぶ

か
と
い
う
テ
ー

マ
を
、
戦
前
の

様
子
な
ど
か
ら

解
説
。
な
ぜ
幼

稚
園
で
ピ
ア
ノ

を
弾
く
よ
う
に

な
っ
た
か
、
室

内
の
保
育
教
材

や
園
庭
は
ど
う

変
化
し
て
い
っ

た
か
な
ど
の
事

例
か
ら
、
歴
史

か
ら
学
ぶ
幼
児

教
育
の
基
本
と
は
ど
ん
な
こ
と
か
を
学
ん

だ
。

　

栃
幼
連
ス
ク
ー
ル
バ
ス
安
全
運
転
研
修
会

期
日　
平
成
二
十
五
年
七
月
二
十
四
日（
水
）

会
場　

二
荒
山
会
館
（
鶴
・
亀
の
間
）
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新
規
採
用
幼
稚
園
教
諭

　
　
　
　
宿
泊
研
修
報
告

新
規
採
用
幼
稚
園
教
諭

　
　
　
　
宿
泊
研
修
報
告

新
採
研
宿
泊
研
修
実
行
委
員
長

金
子

礎
泰 

（
聖
幼
稚
園  

副
園
長
）

　

猛
暑
の
八

月
五
日
（
月
）

〜
七
日（
水
）、

と
ち
ぎ
海
浜

自
然
の
家
で

百
九
十
一
名

の
参
加
者
と

十
六
名
の
実

行
委
員
・
講

師
で
研
修
を

行
っ
た
。

　

入
所
式
後

の
グ
ー
ル
プ
ワ
ー
ク
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
で
、
互

い
に
長
所
を
言
う
自
己
紹
介
、
グ
ル
ー
プ
の

ル
ー
ル
作
り
の
話
し
合
い
を
通
じ
て
、
気
持

ち
も
新
た
に
三
日
間
の
ス
タ
ー
ト
を
切
っ

た
。

　

次
は「
幼
児
教
育
者
と
し
て
の
自
分
磨
き
」

と
題
し
て
印
象
戦
略
家
の
ち
と
せ
先
生
の
セ

ミ
ナ
ー
。
ち
と
せ
先
生
も
幼
稚
園
教
諭
の
経

験
が
あ
る
こ
と
を
知
る
と
親
近
感
を
持
て
た

よ
う
で
、
話

に
聞
き
入
っ

て
い
た
。「
人

は
変
わ
れ
る
、

笑
顔
は
大
切
」

と
い
う
こ
と

を
学
ん
だ
参

加
者
た
ち
は

生
き
生
き
と

し
た
表
情
を
浮

か
べ
て
い
た
。

　

続
い
て
、「
ク

レ
ド
作
り
」。

ど
ん
な
先
生
に

な
り
た
い
の

か
？
そ
の
為
に

す
る
べ
き
事
は

何
か
？
こ
の

研
修
で
は
、
グ

ル
ー
プ
で
一
つ

の
ク
レ
ド
作

り
に
取
り
組
ん
だ
。
グ
ル
ー
プ
の
ク
レ
ド
か

ら
自
分
自
身
の
ク
レ
ド
作
り
に
発
展
し
た
グ

ル
ー
プ
も
あ
っ
た
。
ク
レ
ド
は
レ
ベ
ル
ア
ッ

プ
し
て
い
く
も
の
な
の
で
、
日
々
の
保
育
の

中
で
見
直
し
て
も
ら
い
た
い
。

　

次
は
、
六
つ
あ
る
活
動
よ
り
二
つ
を
選
択

す
る
選
択
活
動
。
ど
の
活
動
も
そ
う
だ
が
、

幼
稚
園
教
諭
の
喜
び
、
先
生
と
し
て
の
再
認

識
、
創
造
性
を
持
っ
て
欲
し
い
な
ど
の
願
い

を
込
め
て
指
導
に
あ
た
っ
た
。
学
ん
だ
こ
と

は
、
明
日
か
ら
の
保
育
に
生
か
し
た
り
、
自

分
な
り
に
ア
レ
ン
ジ
し
て
子
ど
も
た
ち
に
教

え
て
も
ら
い
た
い
。

　

夜
の
任
意

活
動
は
、
リ

ラ
ッ
ク
ス
し

た
気
分
で
参

加
で
き
る

内
容
で
あ

る
。
横
に
な

り
夜
空
を
眺

め
る
、
ア
ロ

マ
を
炊
き
な

が
ら
ス
ト

レ
ッ
チ
、
音

楽
を
聴
く
、
悩

み
を
相
談
す
る

な
ど
一
見
、
保

育
と
離
れ
て
い

る
よ
う
に
思
え

る
が
、
年
々
こ

の
任
意
活
動
も

重
要
な
位
置
づ

け
と
な
っ
て
い

る
。

　

最
終
日
は
グ

ル
ー
プ
全
員
で

力
を
合
わ
せ
て
の
手
あ
そ
び
コ
ン
ク
ー
ル
。

決
し
て
十
分
な
時
間
は
な
い
が
そ
の
中
で
、

現
場
で
使
え
る
も
の
、
手
あ
そ
び
で
あ
る
こ

と
、
年
齢
に
応
じ
た
も
の
な
ど
を
意
識
し
て

作
っ
て
も
ら
う
。
ど
の
グ
ル
ー
プ
も
素
晴
ら

し
い
手
あ
そ
び
が
出
来
て
い
た
。
ぜ
ひ
、
自

園
の
子
ど
も
た
ち
に
見
せ
て
欲
し
い
。

　

最
後
に
、
実
行
委
員
長
と
し
て
最
後
の
年

と
い
う
こ
と
で
、
実
行
委
員
、
講
師
の
先
生

方
、事
務
局
の
方
々
に
心
か
ら
感
謝
し
た
い
。

皆
様
に
支
え
ら
れ
て
任
期
を
無
事
に
終
わ
る

こ
と
が
出
来
た
。
こ
の
経
験
を
通
し
て
、
自

分
自
身
の
成
長
を
感
じ
て
い
る
。
そ
し
て

仲
間
意
識
も

よ
り
強
い
も

の
に
な
っ
た

と
信
じ
て
い

る
。
こ
れ
か

ら
の
皆
様
の

活
躍
と
参
加

し
た
新
採
教

諭
の
益
々
の

成
長
を
心
か

ら
願
っ
て
い

る
。

期
日　

平
成
二
十
五
年
七
月
十
四
日
（
日
）

場
所　

マ
ロ
ニ
エ
プ
ラ
ザ
大
展
示
場

参
加
状
況

　

参
加
園
数　

百
三
十
七
園

　

参
加
者
数　

四
百
七
名

参
加
者
内
訳

　

県
内
学
生　

三
百
三
十
名

　

県
外
学
生　

七
十
一
名

　

一
般　
　
　

六
名

　

今
年
で
十
七
回

目
を
迎
え
た
、
栃

幼
連
主
催
の
就
職

説
明
会
が
開
催
さ

れ
た
。幼
稚
園
側
、

学
生
側
に
と
っ
て

も
大
事
な
機
会
と

い
う
こ
と
も
あ
り

参
加
園
も
多
く
、

ま
た
、
学
生
に
お

い
て
は
早
い
時
間

か
ら
開
場
を
待
つ
姿
も
見
受
け
ら
れ
た
。
開

場
と
同
時
に
学
生
は
関
心
の
あ
る
園
に
出
向

き
、
話
を
聞
き

入
っ
て
い
た
。

直
接
、
園
長
先

生
と
話
せ
る
機

会
と
い
う
こ
と

も
あ
っ
て
か
、

終
了
時
間
が
過

ぎ
て
も
熱
心
に

話
に
耳
を
傾
け

て
い
る
学
生
の

姿
が
印
象
的

だ
っ
た
。 就

職
説
明
会

就
職
説
明
会
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新
規
採
用
幼
稚
園
教
諭
研
修

　
　
　
　
　
　
　
　
（
第
十
六
分
科
会
）

　

七
月
二
十
五
日
に
栃
木
県
幼
稚
園
教
育

研
究
大
会
第
十
六
分
科
会
と
し
て
、
新
規

採
用
幼
稚
園
教
諭
研
修
の
第
三
日
を
行
い

ま
し
た
。

★
演
習
「
幼
児
理
解
」

　

午
前
中
は
十
の
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
、

「
幼
児
理
解
」
を
テ
ー
マ
に
ビ
デ
オ
視
聴

に
よ
る
演
習
を
行
い
ま
し
た
。

　

三
歳
児
と
五
歳
児
の
保
育
の
ビ
デ
オ
を

視
聴
し
た
後
、
視
線
や
表
情
に
表
れ
る
幼

児
の
思
い
や
、
発
達
に
応
じ
た
教
師
の
援

助
に
視
点
を
当
て
、
協
議
し
ま
し
た
。
受

講
者
は
、「
子
ど
も
の
思
い
や
発
達
に
よ
り
、

保
育
者
の
援
助
が

変
わ
る
こ
と
が
分

か
っ
た
。」「
三
歳

児
は
自
己
発
揮

し
、
五
歳
児
は
友

達
と
話
し
合
う
経

験
の
大
切
さ
に
気

付
い
た
。」
な
ど
、

自
分
の
保
育
や
子

ど
も
の
見
方
を
振
り
返
る
感
想
が
寄
せ
ら

れ
ま
し
た
。

　

各
地
区
か
ら
選
ば
れ
た
指
導
助
言
の
先

生
方
の
創
意
工
夫
を
凝
ら
し
た
グ
ル
ー
プ

協
議
と
的
確
な
指
導
助
言
で
、
幼
児
理
解

を
深
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

★
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
の
向
上
を
目
指
し
て
」

　

午
後
は
、
総
合
教
育
セ
ン
タ
ー
生
涯
学

習
部
の
職
員
を
講
師
と
し
て
、
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
テ
ー
マ
と
し
た
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
を
行
い
ま
し
た
。

　

相
手
の
話
に
心
を
寄
せ
て
聴
く
「
傾

聴
」
や
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
「
魔
法

の
５
Ｓ
言
葉
」、

自
己
肯
定
感
を

育
む
ほ
め
方
等

を
体
験
し
ま
し

た
。
受
講
者
は
、

「
保
護
者
と
の
か

か
わ
り
は
少
し

苦
手
だ
っ
た
が
、

笑
顔
で
接
し
た

い
。」「
具
体
的
に
ほ
め
る
こ
と
の
大
切
さ

が
分
か
っ
た
。」な
ど
と
研
修
を
振
り
返
っ

て
い
ま
し
た
。

　

幼
・
保
・
小
連
携
研
修

　
「
一
人
一
人
の
発
達
と
学
び
を
つ
な
ぐ

　
　
　
　
　
　
　
　

幼
・
保
・
小
連
携
」

　

七
月
十
六
日
に
幼
稚
園
・
保
育
所
・
小

学
校
の
教
職
員
を
対
象
に
「
幼
・
保
・
小

連
携
研
修
」
を
行
い
ま
し
た
。
講
師
は
、

帝
京
大
学
大
学
院
客
員
教
授
の
矢
野
英
明

先
生
で
す
。
矢
野
先
生
が
相
模
原
市
立
富

士
見
小
学
校
長
時
代
に
行
っ
た
、
Ｓ
・
Ｓ

Ｓ
Ｔ
（
ス
タ
デ
ィ
＆
ソ
ー
シ
ャ
ル
ス
キ
ル

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
）
の
取
組
は
、入
学
当
初
、

学
級
や
担
任
を
固
定
せ
ず
に
保
護
者
の
有

志
と
一
学
年
担
当
教
員
全
て
で
子
ど
も
と

か
か
わ
る
、
幼
児
期
の
生
活
を
踏
ま
え
て

時
間
割
を
編
成
す
る
な
ど
、
幼
・
保
と
小

の
連
続
性
を
意
識
し
た
も
の
で
す
。
こ
れ

に
よ
り
、
子
ど
も
が
安
心
し
て
学
校
生
活

を
送
り
、
学
習
へ
の
意
欲
が
高
ま
っ
た
な

こ
れ
か
ら
の
研
修

●
幼
稚
園
・
保
育
所
等

　

パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー（
第
三
日
）

　

十
月
三
日
（
木
）

講
話
「
児
童
虐
待
へ
の
対
応
」

講
話
「
親
学
習
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
つ
い
て
」

演
習
「
体
験
！
親
学
習
プ
ロ
グ
ラ
ム
」

演
習
・
協
議
「
地
域
に
開
か
れ
た
園
づ
く
り
の

　
　
　
　

ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
を
作
ろ
う
Ⅱ
」

●
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー
（
Ⅰ
）

　

十
月
十
七
日
（
木
）

《
保
育
に
生
か
せ
る
表
現
運
動
》

講
話
「
子
ど
も
の
遊
び
と
体
力
」

　

日
本
体
育
協
会
ス
ポ
ー
ツ
科
学
研
究
室

　
　
　

 

室
長
代
理　

森
丘　

保
典　

先
生

講
話
「
幼
児
期
の
体
づ
く
り
」

実
技
「
幼
稚
園
・
保
育
所
で
で
き
る
運
動
遊
び
」

　
宇
都
宮
共
和
大
学
教
授　

河
田　

隆　

先
生

　

お
申
込
み
は
、
電
話
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
で

も
ど
う
ぞ
。

ど
の
成
果
を
お

話
し
く
だ
さ
い

ま
し
た
。

　

受
講
者
か
ら

は
、「
連
携
を
教

育
課
程
に
位
置

付
け
、
保
護
者

や
地
域
と
と
も

に
継
続
し
て
取

り
組
ん
で
い
る
こ
と
が
素
晴
ら
し
い
」
な

ど
の
感
想
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。
管
理
職

者
と
し
て
柔
軟
か
つ
誠
実
な
経
営
を
行
う

姿
か
ら
、
多
大
な
る
エ
ー
ル
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　

園
内
研
修
を
応
援
し
ま
す
！

　
〜
一
園
・一
校
に
よ
る
合
同
の
研
修
の
取
組
〜

　

七
月
二
十
六
日
、
宇
都
宮
市
の
平
出
む

つ
み
幼
稚
園
と
平
石
中
央
小
学
校
の
教
職

員
に
よ
る
合
同
研
修
が
行
わ
れ
、
幼
児
教

育
セ
ン
タ
ー
職
員
も
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
と
し

て
出
向
き
ま
し
た
。

　

こ
の
幼
稚
園
と
小
学
校
は
、
数
年
前
か

ら
継
続
し
た
教
職
員
の
交
流
が
あ
り
、
今

年
は
、
小
学
校
の
校
内
研
修
に
幼
稚
園
も

参
加
し
ま
し
た
。
研
修
内
容
は
、
一
人
一

人
の
発
達
や
学
び
の
連
続
性
を
保
障
で

き
る
よ
う
「
指
導
要
録
の
記
入
と
活
用
」

を
取
り
上
げ
ま

し
た
。
ビ
デ
オ

「
い
っ
し
ょ
に
や

ろ
う
よ
」
を
視

聴
し
、
五
歳
児

ハ
ル
カ
ち
ゃ
ん

（
登
場
人
物
）
の

担
任
に
な
っ
た

つ
も
り
で
要
録

を
書
い
た
り
、
小
学
校
一
年
生
に
入
学
し

て
き
た
際
の
配
慮
事
項
を
話
し
合
っ
た
り

し
ま
し
た
。
指
導
要
録
が
、
適
切
な
指
導

の
手
立
て
を
考
え
る
上
で
の
有
効
な
資
料

と
な
る
よ
う
、
記
入
の
ポ
イ
ン
ト
や
読
取

り
の
視
点
な
ど
を
共
通
理
解
し
た
有
意
義

な
研
修
に
な
り
ま
し
た
。

　

当
セ
ン
タ
ー
で
は
、
平

成
二
十
六
年
二
月
七
日
の

ス
キ
ル
ア
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー

（
Ⅱ
）
で
、
要
録
の
作
成
と

活
用
に
つ
い
て
の
研
修
を

行
い
ま
す
。
お
申
込
み
を

お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。
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各
種
提
出
書
類
に
つ
い
て

編集後記
　

日
が
落
ち
て
ふ
と
気
が
付
く

と
、
涼
し
げ
な
虫
の
声
と
共
に
秋

の
気
配
を
感
じ
る
昨
今
だ
が
、
今

年
の
夏
も
連
日
猛
暑
が
続
き
、
熱

帯
以
上
の
気
温
が
続
く
か
と
思
え

ば
ゲ
リ
ラ
豪
雨
に
よ
る
洪
水
や

雷
、
更
に
竜
巻
に
よ
る
大
き
な
被

害
が
本
県
で
も
起
き
て
い
る
。
矢

継
ぎ
早
に
続
く
異
常
気
象
の
み
な
ら
ず

福
島
原
発
の
汚
染
水
漏
れ
や
増
税
問
題

等
々
私
た
ち
の
日
常
生
活
の
先
行
き
に

不
安
な
影
を
落
と
し
て
い
る
よ
う
に
感

じ
ら
れ
て
な
ら
な
い
が
、
小
松
左
京
の

小
説
が
現
実
に
な
ら
な
け
れ
ば
、
と
願

う
ば
か
り
で
あ
る
。

　

そ
ん
な
夏
も
終
わ
り
を
迎
え
て
、
子

ど
も
た
ち
の
声
が
園
庭
に
戻
っ
て
き

た
。
九
月
に
入
り
次
年
度
の
園
児
募
集

も
ス
タ
ー
ト
し
慌
た
だ
し
い
毎
日
の

中
、
い
よ
い
よ
県
内
各
地
区
に
お
い
て

も
子
ど
も
・
子
育
て
会
議
が
始
ま
っ
た

よ
う
で
あ
る
。
幼
稚
園
関
係
者
と
し
て

我
々
は
そ
の
会
議
の
動
向
を
し
っ
か
り

と
把
握
し
つ
つ
、
長
年
の
実
績
の
中
で

培
っ
た
幼
児
教
育
の
根
幹
を
ぶ
れ
る
事

な
く
貫
く
覚
悟
で
「
こ
ど
も
園
」
等
新

し
い
シ
ス
テ
ム
の
未
知
の
領
域
を
切
り

開
い
て
い
か
ね
ば
な
ら
な
い
。
国
の
存

亡
を
左
右
す
る
「
未
曾
有
の
少
子
化
」

問
題
を
見
据
え
た
こ
の
一
大
改
革
が
、

子
ど
も
た
ち
の
よ
り
良
い
育
ち
を
守

り
、
明
る
い
日
本
の
未
来
の
希
望
の
灯

火
と
な
る
よ
う
に
、
微
力
な
が
ら
力
を

尽
く
し
た
い
と
思
っ
て
い
る
。

（
岩
本
眞
砂
枝
）

訃
　
報謹

ん
で
ご
冥
福
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

●
宇
都
宮
市　

さ
く
ら
が
丘
幼
稚
園

　　

理
事
長
　
今
井
　
昭
男 

先
生
　

　
　
　
　
　

平
成
二
十
五
年
八
月
七
日　

逝
去

●
真
岡
市　

真
岡
杉
の
子
幼
稚
園

　　

理
事
長
・
園
長
　
川
﨑
　
茂 

先
生
　

　
　
　
　
　

平
成
二
十
五
年
八
月
十
四
日　

逝
去

平
成
二
十
五
年
十
月
〜

　
　
　
　
十
二
月
ま
で
の
事
業
予
定

10
月
３
日　

※
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー

10
月
12
〜
26
日　

第
２０
回　

ピ
カ
ピ
カ
の
栃
木
県

10
月
１６
日　

保
育
セ
オ
リ
ー
講
座

10
月
１７
日　

※
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー

10
月
１８
日　

幼
稚
園
教
育
振
興
の
集
い（
日
光
市
）

10
月
１９
日　

資
質
向
上
選
抜
養
成
講
座
Ⅸ

10
月
21
〜
22
日　

第
２９
回　

全
日
私
幼
連
設
置
者
・

　
　
　
　
　

園
長
全
国
研
修
大
会（
北
海
道
）

10
月
２９
日　

公
開
保
育
研
究
会（
宇
大
附
属
幼
稚
園
）

１１
月
７
〜
８
日　
全
日
私
幼
連 

関
東
地
区
代
表
者
協
議
会（
埼
玉
）

１１
月
８
日　

※
１０
年
経
験
者
研
修

１１
月
９
日　

と
ち
ぎ
教
育
振
興
大
会

１１
月
１３
日　

保
育
テ
ク
ニ
カ
ル
講
座

１１
月
１４
日　

①
資
質
向
上
選
抜
養
成
講
座
Ⅸ

１１
月
１９
日　

設
置
者・園
長
研
修
会

１１
月
２０
日　

②
資
質
向
上
選
抜
養
成
講
座
Ⅸ

１2
月
１７
日　

保
育
セ
オ
リ
ー
講
座

１2
月
２６
日　
新
規
採
用
幼
稚
園
教
諭
研
修（
集
合
研
修
）

　
　
　
　
　
　
　

   

※
は
幼
児
教
育
セ
ン
タ
ー
事
業

平
成
二
十
五
年
度
幼
稚
園
財
務
関
係

調
査
の
実
施
に
つ
い
て

県
文
書
学
事
課

ま
す
。

●
幼
稚
園
教
材
費
等
補
助
金
交
付
申
請
書

・
提
出
期
限　

十
月
下
旬
（
予
定
）

●
幼
稚
園
運
営
費
補
助
金
及
び
幼
稚
園
教

材
費
等
補
助
金
（
特
別
補
助
分
）
関
係

書
類

一　

特
別
支
援
教
育

・
提
出
書
類

　

ア　

対
象
園
児
就
園
状
況
調
書

　

イ　

対
象
園
児
担
当
・
指
導
教
職
員
に

　
　
　

関
す
る
調
書

　

ウ　

対
象
園
児
で
あ
る
旨
の
判
定
調
書

・
提
出
期
限　

十
月
二
十
五
日
（
金
）

※
ウ
に
つ
い
て
は
、
身
障
者
手
帳
、
特
別

児
童
扶
養
手
当
証
書
、
療
育
手
帳
、
専

門
医
の
診
断
書
、
児
童
相
談
所
の
判
定

書
の
い
ず
れ
か
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

  　

ま
た
、
学
級
担
任
以
外
の
教
職
員
か

ら
特
別
な
教
育
支
援
を
受
け
て
い
る
幼

児
が
補
助
対
象
園
児
と
な
り
ま
す
の

で
、
御
留
意
願
い
ま
す
。

二　

子
育
て
ラ
ン
ド
事
業

・
提
出
書
類

　

ア　

子
育
て
ラ
ン
ド
事
業
実
施
計
画
書

　

イ　

各
事
業
に
お
け
る
保
護
者
等
へ
の

　
　
　

案
内
通
知
（
写
）

・
提
出
期
限　

十
一
月
上
旬
（
予
定
）

三　

わ
ん
ぱ
く
保
育
推
進
事
業

・
提
出
書
類

　

ア　

わ
ん
ぱ
く
保
育
推
進
事
業
実
施
計

　
　
　

画
書

　

イ　

預
か
り
保
育
実
施
記
録

　

ウ　

保
護
者
等
へ
の
案
内
通
知
（
写
）

・
提
出
期
限　

十
一
月
中
旬
（
予
定
）

※
各
種
提
出
書
類
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、

別
途
送
付
す
る
通
知
文
を
参
照
の
上
提

出
願
い
ま
す
。

　

八
月
か
ら
標
記
調
査
を
対
象
の
幼
稚
園

に
お
い
て
実
施
し
て
い
ま
す
。
調
査
内
容

は
次
の
と
お
り
で
す
。

・
学
校
法
人
の
管
理
運
営
状
況

・
幼
稚
園
の
管
理
運
営
状
況

・
会
計
処
理
状
況　

等

　

実
施
日
時
等
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
調

査
対
象
と
な
る
幼
稚
園
設
置
者
宛
て
に
通

知
し
て
い
ま
す
。
調
査
へ
の
御
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

　

ま
た
、
今
年
度
、
調
査
対
象
外
の
幼
稚

園
に
お
い
て
も
日
常
業
務
の
再
点
検
を
行

い
、
適
正
な
管
理
運
営
に
努
め
て
い
た
だ

く
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、点
検
の
結
果
、園
則
変
更
、園
地
・

園
舎
変
更
、
理
事
・
監
事
就
任
届
等
が
未

提
出
の
場
合
に
は
、
早
急
に
提
出
さ
れ
る

よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

●
幼
稚
園
運
営
費
補
助
金
交
付
申
請
書

・
提
出
期
限　

十
一
月
上
旬
（
予
定
）

・
平
成
二
十
五
年
度
幼
稚
園
運
営
費
補
助

金
（
一
般
補
助
分
）
の
内
定
に
つ
い
て

は
、
十
月
末
頃
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
交

付
申
請
書
の
提
出
に
あ
た
っ
て
は
、
別
途

通
知
す
る
内
定
通
知
に
基
づ
き
提
出
願
い


